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構造概要 
Structural Outline 

 
 

●構造物名       個人宅  
 

●構造・規模       木造 2 階建 
 

●基礎構造        ベタ基礎 
 

●復元総重量      約 1ton/㎡(約 45ton) 
 

●復元平面積      45 ㎡ 
 

●最大復元量      45mm 
 

●支持地盤土質     盛土（L 型擁壁 3ｍ） 
 
●注入孔数      9 本 
 

●施工方式         多点インターバル方式 
 

●工 期        6 日間 

 

施工概要 
Construction Outline 

 
 この建物は、施工後 5年で正面道路側から裏側

（Ｌ型擁壁方向）に最大約6/1000 の傾斜が確認

された。 沈下原因としては、フロアーレベル

と基礎の傾斜に差がないため、転圧不足などの

沈下よりも、圧密沈下したと考えられる。 

実施施工       
Execution Construction  

 耐圧盤は 160mm のシングル筋で十分な強度があるとはい

えない為、基礎にかかる曲げモーメントを少なくするにあた

り、9 本の注入ポイントで JOG 工法を行った。 床下 50ｃ

ｍと削孔に必要な高さが確保でき、一階フローリングなどを

捲ることなく、日常生活をしたまま施工が可能だった。

今回、建物重量が軽く注入ポイントも多い為、瞬結注入を使

わず、中結注入でサイクルタイムの調整することにより、ゆ

っくりと mm 単位で修正を行なった。   
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床下削孔 
 
 沈下修正工事には、掘削作業（外周掘削のことで、本構造物や近隣への影響が懸念される）や一階部

分フローリング剥ぎ取り（フローリングや床暖房などの工事後の修繕費、生活できないための仮住居生

活）、が必要な場合が多いが、JOG 工法の特長でもある、非掘削作業、生活しながらの工事、余分な修

繕費用がかからない工法として期待に背かないよう、作業可能な限り努力します。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
      床下削孔状況                   配線口設置                                       

                              （一箇所で 8 本）               

 
 

サイクルタイム調整 
（複数の注入孔を一巡して再び同じ注入孔に戻ってくる迄の時間） 

 
サイクルタイム ＜ ゲルタイム 
先に注入されたグラウトのゲル化が始まらない（液体）うちに、後続のグラウトが注入されるため、浸透し易く、

注入領域は拡がり易い反面、地盤隆起は起き難い。 

 
サイクルタイム ＞ ゲルタイム 
先に注入されたグラウトがゲル化し、固結強度が発現し始めて（固体）から、後続のグラウトが注入されるため、

割裂注入主体になり、注入領域が拡がり難い反面、地盤隆起は起き易い。 

 
 
 
 
 


